








研究目的 

 昭和52年秋よりわが国では行政レベルで先天性代謝異常症5疾患の新生児マススクリー

ニングを実施してきたが,その中でもヒスチジン血症はおよそ8千人に1人という比較的高

頻度で発見されている。これらの症例に対して,厚生省心身障害研究班は様々の臨床データ

を集めて詳細な検討を加えてきた。その結果大多数の症例の知能は正常範囲にあることが

明らかにされており,その結果に基づいて本症の治療指針が過去 2 回にわたって改訂され

てきた。 

 今回はこれまでに集められた臨床データを総集積して,再度治療基準,あるいは診断基準

を検討することにした。 


